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能性を検討するために、ｂ県 c 市住民が利用する全居宅介護支援事業所 80 ヶ所介護支援専門員
を対象に、介護支援専門員が担当する要介護者について自記式質問紙調査を実施した。要介護者
450 人について、アセスメントシートの作成時と同様に分析し、異なる集団でも、感度・特異度・
陽性的中度が保たれるかを検証した。また、d 県の 9 事業所の介護支援専門員を対象に表面妥当
性と有用性の調査を実施した。 
【結果】カットオフ値を 2 点にした場合、アセスメントシートは、感度 77.0%、特異度 68.5%、
陽性的中度 56.8%という結果が得られた。一般化可能性の検証では、感度 67.0%、特異度 66.4%、
陽性的中度 61.1%であった。表面妥当性と有用性については、「アセスメントシートの内容は妥
当だと思うか」という質問について、全体では「そう思う」「まあそう思う」を合わせて 70.8%
であった。また、アセスメントシートを活用したいという意見が、特に福祉職によって得られて
いた。 
【考察】開発したアセスメントシートは、自立度が高い要介護者の集団では、若干感度が下がる
が、特異度および陽性反応的中度は保たれることが認められた。本アセスメントシートが普及す
ることにより、保有資格や経験年数に拘わらず、訪問看護の必要性の判断を標準化できることや、
潜在ニーズの顕在化にも寄与できることが示唆された。 

